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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

令和７年３月期第１四半期 18,374 △4.0 426 △46.2 718 △31.3 469 △34.1

令和６年３月期第１四半期 19,145 5.4 791 △32.4 1,045 △24.3 712 △25.7

（注）包括利益 令和７年３月期第１四半期 111百万円（△94.9％） 令和６年３月期第１四半期 2,177百万円（169.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

令和７年３月期第１四半期 18.59 －

令和６年３月期第１四半期 28.23 －

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

令和７年３月期第１四半期 104,252 71,271 68.1 2,813.05

令和６年３月期 104,037 71,640 68.6 2,827.76

（参考）自己資本 令和７年３月期第１四半期 71,011百万円 令和６年３月期 71,382百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 令和６年３月期 － 17.00 － 19.00 36.00

 令和７年３月期 －

令和７年３月期（予想） 18.00 － 18.00 36.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 47,000 17.4 2,600 31.0 2,800 24.3 1,950 25.4 77.25

通期 91,500 6.1 5,000 △6.9 5,400 △7.2 3,800 △5.7 150.53

１．令和７年３月期第１四半期の連結業績（令和６年４月１日～令和６年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．令和７年３月期の連結業績予想（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 令和７年３月期１Ｑ 27,060,000株 令和６年３月期 27,060,000株

②  期末自己株式数 令和７年３月期１Ｑ 1,816,570株 令和６年３月期 1,816,606株

③  期中平均株式数（四半期累計） 令和７年３月期１Ｑ 25,243,426株 令和６年３月期１Ｑ 25,243,664株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、地政学的リスクの高まりによる世界的なエネルギー・原材料

価格の高騰や金融引き締め等による景気後退懸念など、依然として取り巻く環境は厳しく、先行きは不透明な状況

が続いております。

　建設業界においては、堅調な公共投資と共に、コロナ禍で落ち込んでいた民間設備投資も持ち直しの動きがみら

れますが、建設コストの上昇による影響、担い手の確保や長時間労働の解消などへの対応が急務となっており、企

業業績への好材料は限定的と言わざるを得ない状況にあります。

　このような情勢下、当社グループは令和６年度から新たに第19次経営計画をスタートさせ、４つの経営目標「信

頼」「競争力」「実行力」「挑戦」を掲げ、「安全と技術の名工」「社員が誇れる企業」を目指し課題解決に取り

組んでまいりました。

　当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は18,374百万円（前年同期比 771百万円減少）となりました。

利益におきましては、営業利益が426百万円（前年同期比 365百万円減少）、経常利益は718百万円（前年同期比 

326百万円減少）で親会社株主に帰属する四半期純利益は469百万円（前年同期比 243百万円減少）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（建設事業）

　当第１四半期連結累計期間については、完成工事高は前年同期比773百万円減少（△4.0％）の18,427百万円とな

ったことなどにより、セグメント利益は前年同期比156百万円減少（△8.0％）の1,815百万円となりました。

（不動産事業等）

　当第１四半期連結累計期間については、兼業事業売上高が前年同期比6百万円増加（2.4％）の285百万円となった

ことなどにより、セグメント利益は前年同期比5百万円増加（9.3％）の70百万円となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ受取手形・完成工事未収入金等が

16,522百万円減少、投資有価証券が476百万円減少しましたが、現金預金が12,851百万円増加、契約資産が2,279百

万円増加、電子記録債権が1,384百万円増加、流動資産のその他が781百万円増加したことなどにより215百万円増加

して104,252百万円となりました。

　負債につきましては、支払手形・工事未払金等が1,034百万円減少、賞与引当金が1,709百万円減少しましたが、

流動負債のその他が2,824百万円増加したことなどにより、584百万円増加の32,981百万円となりました。

　純資産につきましては、その他有価証券評価差額金が334百万円減少、利益剰余金が10百万円減少したことなどに

より、368百万円減少の71,271百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　今年度の連結業績予想につきましては、令和６年５月９日に公表しました通りであります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和６年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和６年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 17,663 30,515

受取手形・完成工事未収入金等 19,540 3,017

契約資産 28,766 31,045

電子記録債権 69 1,454

未成工事支出金 133 158

その他の棚卸資産 119 118

その他 370 1,151

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 66,662 67,460

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 6,110 6,052

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 584 586

土地 3,730 3,730

建設仮勘定 271 275

有形固定資産合計 10,696 10,645

無形固定資産

ソフトウエア 561 526

その他 20 20

無形固定資産合計 581 546

投資その他の資産

投資有価証券 23,746 23,270

退職給付に係る資産 1,907 1,895

その他 480 473

貸倒引当金 △38 △38

投資その他の資産合計 26,096 25,601

固定資産合計 37,375 36,792

資産合計 104,037 104,252

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和６年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和６年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 9,254 8,219

短期借入金 968 468

未払法人税等 947 255

未成工事受入金 2,189 4,080

完成工事補償引当金 217 216

賞与引当金 2,315 605

役員賞与引当金 58 3

その他 5,593 8,417

流動負債合計 21,542 22,268

固定負債

社債 1,000 1,000

長期借入金 2,832 2,832

繰延税金負債 3,622 3,426

退職給付に係る負債 2,611 2,662

その他 787 792

固定負債合計 10,854 10,713

負債合計 32,397 32,981

純資産の部

株主資本

資本金 1,594 1,594

資本剰余金 1,823 1,823

利益剰余金 56,799 56,789

自己株式 △949 △949

株主資本合計 59,267 59,257

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,331 9,996

退職給付に係る調整累計額 1,783 1,756

その他の包括利益累計額合計 12,114 11,753

非支配株主持分 257 260

純資産合計 71,640 71,271

負債純資産合計 104,037 104,252
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　令和５年４月１日

　至　令和５年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　令和６年４月１日
　至　令和６年６月30日)

売上高 19,145 18,374

売上原価 17,108 16,487

売上総利益 2,037 1,886

販売費及び一般管理費 1,245 1,460

営業利益 791 426

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 231 282

受取地代家賃 18 19

その他 17 4

営業外収益合計 266 307

営業外費用

支払利息 10 14

その他 3 1

営業外費用合計 13 15

経常利益 1,045 718

特別利益

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産除却損 0 1

特別損失合計 0 1

税金等調整前四半期純利益 1,045 716

法人税等 332 244

四半期純利益 712 472

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 712 469

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　令和５年４月１日

　至　令和５年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　令和６年４月１日
　至　令和６年６月30日)

四半期純利益 712 472

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,468 △333

退職給付に係る調整額 △3 △26

その他の包括利益合計 1,465 △360

四半期包括利益 2,177 111

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,176 108

非支配株主に係る四半期包括利益 1 3

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

　（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し

ております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期

連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。これによる前年四半期の四半期連結財務諸表及び前連結会計年度

の連結財務諸表に与える影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　(税金費用の計算）

　税金費用の算定については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、

法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）
建設事業 不動産事業等 合計

売上高

外部顧客への売上高 18,875 270 19,145 － 19,145

セグメント間の内部売上高

又は振替高
325 8 334 △334 －

計 19,201 279 19,480 △334 19,145

セグメント利益 1,971 64 2,036 △1,244 791

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）
建設事業 不動産事業等 合計

売上高

外部顧客への売上高 18,098 275 18,374 － 18,374

セグメント間の内部売上高

又は振替高
329 9 339 △339 －

計 18,427 285 18,713 △339 18,374

セグメント利益 1,815 70 1,885 △1,458 426

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　令和５年４月１日　至　令和５年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,244百万円には、セグメント間取引消去1百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△1,245百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰

属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　令和６年４月１日　至　令和６年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,458百万円には、セグメント間取引消去1百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△1,460百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰

属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　令和５年４月１日

至　令和５年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　令和６年４月１日

至　令和６年６月30日）

減価償却費 211百万円 204百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産等に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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（単位　百万円）

区分
令和６年３月期 令和７年３月期

比較増減 増減率
第１四半期 構成比 第１四半期 構成比

％ ％ ％

土木 11,068 59.6 12,585 62.0 1,516 13.7

建築 7,515 40.4 7,723 38.0 208 2.8

計 18,583 100.0 20,308 100.0 1,725 9.3

官公庁 6,395 34.4 2,816 13.9 △ 3,579 △ 56.0

民間 12,187 65.6 17,492 86.1 5,304 43.5

計 18,583 100.0 20,308 100.0 1,725 9.3

３．補足情報

（１）部門別受注高比較表（連結）

（単位　百万円）

区分
令和６年３月期 令和７年３月期

比較増減 増減率
第１四半期 構成比 第１四半期 構成比

完成工事高 ％ ％ ％

土木 13,652 72.3 13,536 74.8 △ 115 △ 0.8

建築 5,223 27.7 4,561 25.2 △ 661 △ 12.7

計 18,875 100.0 18,098 100.0 △ 777 △ 4.1

官公庁 4,830 25.6 5,144 28.4 313 6.5

民間 14,044 74.4 12,953 71.6 △ 1,091 △ 7.8

計 18,875 100.0 18,098 100.0 △ 777 △ 4.1

兼業事業売上高 270 ― 275 ― 5 2.1

総売上高 19,145 ― 18,374 ― △ 771 △ 4.0

（２）部門別売上高比較表（連結）

（単位　百万円）

区分
令和６年３月期 令和７年３月期

比較増減 増減率
第１四半期 構成比 第１四半期 構成比

％ ％ ％

土木 58,344 69.4 58,759 60.4 414 0.7

建築 25,739 30.6 38,522 39.6 12,782 49.7

計 84,083 100.0 97,281 100.0 13,197 15.7

官公庁 26,585 31.6 29,588 30.4 3,003 11.3

民間 57,498 68.4 67,692 69.6 10,194 17.7

計 84,083 100.0 97,281 100.0 13,197 15.7

（３）部門別繰越高比較表（連結）

- 10 -

名工建設㈱(1869) 令和７年3月期 第1四半期決算短信


